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（注意）　この試験問題の解答は，電子計算機で処理しますので，以下の注意をよく読んで，

別紙の解答用紙に記入してください。

１．配付物

（1)　試験問題集（この印刷物）［表紙,関数表,白紙を含めて24枚］・・・・1 冊

（2)　解答用紙・・・・1 枚

　　試験開始後，紙数の不足や不鮮明な印刷などがあったら，手を挙げて試験管理員に知らせてくだ

さい。

２．解答作成の時間

　　午後 1 時 30 分から午後 4 時 30 分までの 3 時間です。終了時刻になったら解答の作成をやめ，試

験管理員の指示に従ってください。

３．解答用紙の記入方法

（1)　解答用紙には，受験地（算用数字で縦に記入し，該当数字の も黒で塗り潰す｡)，氏名，

受験番号（算用数字で縦に記入し，該当数字の も黒で塗り潰す。）を忘れずに記入してく

ださい。

（2)　問題は，〔No．1〕～〔No．28〕まで全部で 28 問あります。

（3)　解答用紙への記入は，必ず鉛筆又はシャープペンシル（HB 又は B）を用いて濃く書いてくだ

さい。ボールペン，インキ，色鉛筆などを使った場合は無効になります。

（4)　解答用紙には，必要な文字，数字及び の塗り潰し以外は一切記入しないでください。

（5)　解答は，〔例〕のように，各問題の問いに対し，正しい

と思う番号一つについて，その下の の枠内を黒で塗

り潰してください。二つ以上の枠内を塗り潰した場合など，

これ以外の記入方法は無効になります。

（6)　解答を訂正する場合には，間違えた箇所を消しゴムで，

跡が残らないように，きれいに消してください。消した跡

が残ったり， や のような訂正は無効になります。

４．退室について

（1)　試験開始後 1時間 30 分経過するまでと終了 15 分前からは退室できません。

（2)　試験終了時刻前に退室する際は，試験管理員が試験問題集及び解答用紙を集めに行くまで，手

を挙げてそのまま静かに待っていてください。退室後，再び試験室に入ることはできません。

（3)　試験終了時刻後に退室する際は，試験問題集を持ち帰ることができます。なお，解答用紙は，ど

んな場合でも持ち出してはいけません。

５．その他

（1)　受験中使用できるものは，時計（時計機能のみのものに限り，アラーム等の機能がある場合は，

設定を解除し，音が鳴らないようにしてください。），鉛筆又はシャープペンシル（HB 又は B），

鉛筆削り（電動式・大型のもの・ナイフ類を除く。），消しゴム，直定規（三角定規・三角スケ

ール・折りたたみ式及び目盛以外の数式などの記載があるものは使用できません。）に限ります。

（2)　試験中は携帯電話等の通信機器の使用を全面的に禁止します。携帯電話等の通信機器を時計と

して使用することはできません。電源を切ってカバン等にしまってください。

（3)　関数の値が必要な場合は，試験問題集巻末の関数表を使用してください。ただし，問題文中に

関数の値が明記されている場合は，その値を使用してください。

（4)　試験問題の内容についての質問には応じられません。

（5)　受験に際し，不正があった場合は，受験の中止を命じます。

試験開始時刻前に，開いてはいけません。

Ｎｏ．

〔例〕
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Ｎｏ．

Ｎｏ．

補 平成 30 年測量士補試験問題集
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 〔No．1〕

　　�　次の文は，測量法（昭和24年法律第188号）に規定された事項について述べたものである。明らか

に間違っているものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　「測量」とは，土地の測量をいい，地図の調製及び測量用写真の撮影を含む。

　　2.�　「測量作業機関」とは，測量法第5条に規定する公共測量及び同法第6条に規定する基本測量及び

公共測量以外の測量を計画する者をいう。

　　3.�　公共測量を実施しようとする者は，国土地理院の長の承認を得て，基本測量の測量標を使用する

ことができる。

　　4.�　公共測量を実施する者は，当該測量において設置する測量標に，公共測量の測量標であること及

び測量計画機関の名称を表示しなければならない。

　　5.�　測量士は，測量に関する計画を作製し，又は実施する。測量士補は，測量士の作製した計画に従

い測量に従事する。

 〔No．2〕

　　�　次のａ～ｅの文は，公共測量における測量作業機関の対応について述べたものである。明らかに間

違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

　　a.�　測量作業着手前に，測量作業の方法，使用する主要な機器，要員，日程などについて作業計画を

立案し，測量計画機関に提出して承認を得た。

　　b.�　現地作業中は，測量計画機関から発行された身分証明書を携帯するとともに，自社の身分証明書

も携帯した。

　　c.�　測量法に規定する測量士補名簿には未登録であったが，測量士補となる資格を有しているので，

測量技術者として公共測量に従事した。

　　d.�　道路上で水準測量を実施するため，あらかじめ所轄警察署長に道路占用許可申請書を提出し，許

可を受けて水準測量を行った。

　　e.�　局地的な大雨による災害や事故が増えていることから，現地作業に当たっては，気象情報に注意

するとともに，作業地域のハザードマップを携行した。

　　1.�	 a，b

　　2.�	 a，c

　　3.�	 b，e

　　4.�	 c，d

　　5.�	 d，e
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 〔No．3〕

　　　次のａ及びｂの各問の答えの組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π＝3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　a.�　51° 12′ 20″をラジアン単位に換算すると幾らか。

　　b.�　頂点Ａ，Ｂ，Ｃを順に直線で結んだ三角形ABCで辺AB＝6.0 m，辺AC＝3.0 m，∠BAC＝125°

としたとき，辺BCの長さは幾らか。

　　　　　　ａ　　　　ｂ　

　　1.�	 0.447ラジアン　　8.1 m

　　2.�	 0.447ラジアン　　8.6 m

　　3.�	 0.766ラジアン　　8.6 m

　　4.�	 0.894ラジアン　　8.1 m

　　5.�	 0.894ラジアン　　8.6 m

 〔No．4〕

　　�　次の文は，地球の形状及び位置の基準について述べたものである。明らかに間違っているものはどれ

か。次の中から選べ。

　　1.�　地球上の位置を緯度，経度で表すための基準として，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体

が用いられる。

　　2.�　標高は，楕円体高とジオイド高を用いて計算することができる。

　　3.�　ジオイドは，重力の方向と直交しており，地球の形状と大きさに近似した回転楕円体に対して凹

凸がある。

　　4.�　地心直交座標系の座標値から，当該座標の地点における緯度，経度及び楕円体高が計算できる。

　　5.�　ジオイド高は，ある地点において，平均海面を陸側に延長したと仮定した面から地表面までの高

さである。
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 〔No．5〕

　　�　次のａ～ｅの文は，トータルステーションを用いた基準点測量の作業内容について述べたものであ

る。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から選べ。

　　a.�　測量作業を実施するに当たっては，基準点配点図，既設基準点の成果表及び点の記などを準備す

る。

　　b.�　新点の位置は，平均計画図に基づき後続作業での利用などを考慮して，適切な位置に選定する。

　　c.�　新点位置に永久標識を設置した後に，土地の所有者又は管理者から承諾を得る。

　　d.�　観測においては，水平角観測，鉛直角観測及び距離測定を１視準で同時に行う。

　　e.�　点検計算は，平均計算の結果を用いて行う。

　　1.�	 a，b

　　2.�	 a，c

　　3.�	 b，d

　　4.�	 c，e

　　5.�	 d，e



6 SR─04

 〔No．6〕

　　�　図 6に示すように多角測量を実施し，表6のとおり，きょう角の観測値を得た。新点⑶における既

知点Bの方向角は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，既知点Aにおける既知点Cの方向角Taは 320° 16′ 40″とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表６

きょう角 観測値

β1  92° 18′ 22″

β2 246° 35′ 44″

β3  99° 42′ 04″

β4  73° 22′ 18″

　　1.�	 112° 15′ 08″

　　2.�	 139° 39′ 32″

　　3.�	 140° 53′ 48″

　　4.�	 145° 30′ 32″

　　5.�	 166° 38′ 24″

図6
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 〔No．7〕

　　�　図７に示すように，平たんな土地に点Ａ，Ｂ，Ｃを一直線上に設けて，各点におけるトータルステー

ションの器械高及び反射鏡高を同一にしてAB，BC，AC間の距離を測定した。その結果から，器械

定数と反射鏡定数の和を求め，定数補正後のAC間の距離718.400 mを得た。定数補正前のAB，AC

間の測定距離は，表７のとおりである。この場合の定数補正前のBC間の測定距離は，幾らか。最も近

いものを次の中から選べ。

　　　ただし，測定距離は気象補正済みとする。また，測定誤差はないものとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表７

測定区間 測定距離

AB 362.711 m

AC 718.370 m

　　1.�	 355.629 m

　　2.�	 355.644 m

　　3.�	 355.659 m

　　4.�	 355.674 m

　　5.�	 355.689 m

CBA

図7
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 〔No．8〕

　　�　次の文は，準天頂衛星システムを含む衛星測位システムについて述べたものである。正しいものはど

れか。次の中から選べ。

　　1.�　衛星測位システムには，準天頂衛星システム以外にGPS，GLONASS，Galileoなどがある。

　　2.�　準天頂衛星と米国のGPS衛星は，衛星の軌道が異なるので，準天頂衛星はGPS衛星と同等の衛

星として使用することができない。

　　3.�　衛星測位システムによる観測で，直接求められる高さは標高である。

　　4.�　準天頂衛星は，約12時間で軌道を1周する。

　　5.�　準天頂衛星の測位信号は，東南アジア，オセアニア地域では受信できない。

 〔No．9〕

　　�　次の文は，GNSS測量機を用いた測量の誤差について述べたものである。　 ア 　 ～ 　 エ 　 に

入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　　�　GNSS測量機を用いた測量における主要な誤差要因には，GNSS衛星位置や時計などの誤差に加え，

GNSS衛星から観測点までに電波が伝搬する過程で生じる誤差がある。そのうち， 　ア　 は周波数

に依存するため，２周波の観測により軽減することができる。特に，10 kmより長い基線の観測では，

２周波を受信できるGNSS測量機を使う必要がある。一方， 　イ　 は周波数に依存せず，２周波の

観測により軽減することができないため，基線解析ソフトウェアで採用している標準値を用いて近似的

に補正が行われる。　ウ　 法では，電子基準点の観測データから作られる補正量などを取得し，解

析処理を行うことで，これらの誤差を軽減している。

　　�　ただし，GNSS衛星から直接到達する電波以外に電波が構造物などに当たって反射したものが受信さ

れる現象である 　エ　 による誤差は， 　ウ　 法によっても補正できないので，選点に当たって

は，周辺に構造物などが無い場所を選ぶなどの注意が必要である。

　　　　　 ア 　　 イ 　　　ウ　　　 エ

　　1.�	 電離層遅延誤差　　対流圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　マルチパス

　　2.�	 電離層遅延誤差　　成層圏遅延誤差　　キネマティック　　　サイクルスリップ

　　3.�	 成層圏遅延誤差　　対流圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　アンテナ位相特性

　　4.�	 対流圏遅延誤差　　成層圏遅延誤差　　ネットワーク型RTK　　マルチパス

　　5.�	 対流圏遅延誤差　　電離層遅延誤差　　キネマティック　　　サイクルスリップ
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 〔No．10〕

　　�　次の文は，水準測量を実施するときに留意すべき事項について述べたものである。明らかに間違って

いるものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　レベル及び標尺は，作業期間中においても点検調整を行う。

　　2.�　標尺は2本 1組とし，往路及び復路の出発点で立てる標尺を同じにする。

　　3.�　レベルの望遠鏡と三脚の向きを常に特定の標尺に対向させて整置し，観測する。

　　4.�　視準距離は等しく，レベルはできる限り両標尺を結ぶ直線上に設置する。

　　5.�　水準点間のレベルの設置回数（測点数）は，偶数回にする。

 〔No．11〕

　　�　１級水準測量及び２級水準測量では，温度の影響を考慮し使用する標尺に対して標尺補正を行う必要

がある。公共測量により，水準点Ａ，Ｂの間で１級水準測量を実施し，表11に示す結果を得た。標尺

補正を行った後の水準点Ａ，Ｂ間の観測高低差は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　�　ただし，観測に使用した標尺の標尺改正数は20 ℃において＋12 μm/m，膨張係数は＋1.2×10－6 /℃

とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表11

観測路線 観測距離 観測高低差 気温

A→B 2.0 km ＋ 55.5000 m 25 ℃

　　1.�	 ＋ 55.4980 m

　　2.�	 ＋ 55.4990 m

　　3.�	 ＋ 55.5003 m

　　4.�	 ＋ 55.5010 m

　　5.�	 ＋ 55.5037 m
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 〔No．12〕

　　�　次のａ～ｄの文は，水準測量で使用するレベルについて述べたものである。　ア　 ～ 　エ　

に入る語句の組合せとして最も適当なものはどれか。次の中から選べ。

　　a.�　電子レベルは，標尺のバーコード目盛を読み取り，標尺の読定値と 　ア　 を自動的に測定す

ることができる。

　　b.�　くい打ち法（不等距離法）により，自動レベルの 　イ　 を行うことができる。

　　c.�　望遠鏡の 　ウ　 を調整し，十字線が明瞭に見えるようにしてから，目標物への焦点を合わせ

ることで，視差による誤差を小さくできる。

　　d.�　電子レベル及び自動レベルの点検調整では，チルチングレベルと同様に 　エ　 を調整する必

要がある。

　　　　　 ア 　　 イ 　　 ウ 　　 エ

　　1.�	 距離　　鉛直軸の調整　　対物レンズ　　円形気泡管

　　2.�	 標高　　視準線の調整　　対物レンズ　　棒状気泡管

　　3.�	 比高　　鉛直軸の調整　　接眼レンズ　　棒状気泡管

　　4.�	 比高　　鉛直軸の調整　　対物レンズ　　円形気泡管

　　5.�	 距離　　視準線の調整　　接眼レンズ　　円形気泡管
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 〔No．13〕

　　�　図 13は，水準点Ａから固定点⑴，⑵及び⑶を経由する水準点Ｂまでの路線を示したものである。こ

の路線で水準測量を行い，表13に示す観測結果を得た。再測が必要な観測区間はどれか。次の中から

選べ。

　　�　ただし，往復観測値の較差の許容範囲は，Sを観測距離（片道，km単位）としたとき，2.5 mm√S

とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表13

観測区間 観測距離 往路の観測高低差 復路の観測高低差

Ａ→⑴ 500 m ＋ 3.2249 m － 3.2239 m

⑴→⑵ 360 m ＋ 0.5851 m － 0.5834 m

⑵→⑶ 360 m － 2.6764 m ＋ 2.6758 m

⑶→Ｂ 640 m ＋ 2.5432 m － 2.5446 m

　　1.�	 Ａ～⑴

　　2.�	 ⑴～⑵

　　3.�	 ⑵～⑶

　　4.�	 ⑶～Ｂ

　　5.�	 再測の必要はない

図13

A B⑴ ⑵ ⑶
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 〔No．14〕

　　�　トータルステーション（以下「TS」という。）を用いた縮尺1/1,000の地形図作成において，標高

70 mの基準点から，ある道路上の点Ａの観測を行ったところ，高低角25°，斜距離33 mの結果が得ら

れた。その後，点ＡにTSを設置し，点Ａと同じ道路上にある点Ｂを観測したところ，標高73 m，水

平距離190 mの結果が得られた。

　　�　このとき，点Ａと点Ｂを結ぶ道路とこれを横断する標高80 mの等高線との交点は，この地形図上で

点Ｂから何cmの地点か。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，点Ａと点Ｂを結ぶ道路は直線で傾斜は一定であるとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　1.�	  4.9 cm

　　2.�	  6.8 cm

　　3.�	  9.3 cm

　　4.�	 12.2 cm

　　5.�	 15.8 cm

 〔No．15〕

　　�　次の文は，一般的な地図に表される等高線について述べたものである。明らかに間違っているものは

どれか。次の中から選べ。

　　1.�　1本の等高線は，原則として，図面の内又は外で，必ず閉合する。

　　2.�　計曲線は，等高線の標高値を読みやすくするため，一定本数ごとに太めて描かれる主曲線である。

　　3.�　補助曲線は，主曲線だけでは表せない緩やかな地形を適切に表現するために用いる。

　　4.�　山の尾根線や谷線は，等高線と直角に交わる。

　　5.�　閉合する等高線の内部には必ず山頂がある。
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 〔No．16〕

　　�　次の文は，公共測量における地形測量のうち，現地測量について述べたものである。明らかに間違っ

ているものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　細部測量とは，地形，地物などを測定し，数値地形図データを取得する作業である。

　　2.�　トータルステーションを用い，地形，地物などの測定を放射法により行った。

　　3.�　地形の状況により，基準点からの測定が困難なため，TS点を設置した。

　　4.�　設置したTS点を既知点とし，別のTS点を設置した。

　　5.�　障害物のない上空視界の確保されている場所で，GNSS測量機を用いてTS点を設置した。

 〔No．17〕

　　�　画面距離10 cm，画面の大きさ26,000画素×15,000画素，撮像面での素子寸法4 μmのデジタル航

空カメラを用いて鉛直空中写真を撮影した。撮影基準面での地上画素寸法を12 cmとした場合，海面

からの撮影高度は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，撮影基準面の標高は300 mとする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　1.�	 2,400 m

　　2.�	 2,700 m

　　3.�	 3,000 m

　　4.�	 3,300 m

　　5.�	 3,600 m
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 〔No．18〕

　　�　画面距離10 cm，画面の大きさ26,000画素×15,000画素，撮像面での素子寸法4 μmのデジタル航

空カメラを用いて，海面からの撮影高度3,000 mで標高0 mの平たんな地域の鉛直空中写真を撮影し

た。撮影基準面の標高を0 m，撮影基線方向の隣接空中写真間の重複度を60 ％とするとき，撮影基線

長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，画面短辺が撮影基線と平行とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　1.�	   720 m

　　2.�	 1,080 m

　　3.�	 1,250 m

　　4.�	 1,800 m

　　5.�	 1,870 m

 〔No．19〕

　　�　次の文は，数値空中写真を正射変換し位置情報を付与した正射投影画像データ（以下「オルソ画像」

という。）の特徴について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　オルソ画像は，正射投影されているため実体視に用いることができない。

　　2.�　オルソ画像は，画像上で距離を計測することができない。

　　3.�　フィルム航空カメラで撮影された写真からは，オルソ画像を作成することができない。

　　4.�　オルソ画像は，画像上で土地の傾斜を計測することができる。

　　5.�　オルソ画像は，起伏が大きい場所より平坦な場所の方が地形の影響によるひずみが生じやすい。
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 〔No．20〕

　　�　次の文は，航空レーザ測量について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中

から選べ。

　　1.�　航空機からレーザパルスを照射し，地表面や地物で反射して戻ってきたレーザパルスを解析し，

地形などを計測する測量方法である。

　　2.�　空中写真撮影と同様に，データ取得時に雲の影響を受ける。

　　3.�　対地高度以外の計測諸元が同じ場合，対地高度が高くなると，取得点間距離が短くなる。

　　4.�　フィルタリング及び点検のための航空レーザ用数値写真を同時期に撮影する。

　　5.�　計測したデータには，地表面だけでなく，構造物や植生で反射したデータも含まれる。
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 〔No．21〕

　　�　図 21は，国土地理院刊行の1 /25,000地形図の一部（縮尺を変更，一部を改変）である。次の文は，

この図に表現されている内容について述べたものである。明らかに間違っているものはどれか。次の中

から選べ。

　　1.�　龍野新大橋と鶏籠山の標高差は，およそ190 mである。

　　2.�　龍野のカタシボ竹林は，史跡，名勝又は天然記念物である。

　　3.�　龍野橋と龍野新大橋では龍野新大橋の方が下流に位置する。

　　4.�　裁判所と税務署では税務署の方が北に位置する。

　　5.�　本竜野駅の南に位置する交番から警察署までの水平距離は，およそ1,320 mである。

図21

0 500 1000 1500m
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 〔No．22〕

　　�　次のａ～ｅの文は，平面直角座標系（平成14年国土交通省告示第９号）（以下「平面直角座標系」

という。）について述べたものである。明らかに間違っているものだけの組合せはどれか。次の中から

選べ。

　　a.�　平面直角座標系で用いる投影法は，横円筒図法の一種であるガウス・クリューゲル図法である。

　　b.�　平面直角座標系の X軸上における縮尺係数は，1.0000である。

　　c.�　平面直角座標系では，日本全国を16の区域に分けている。

　　d.�　平面直角座標系における座標系原点の座標値は，X＝0.000 m，Y＝0.000 mである。

　　e.�　平面直角座標系における Y軸は，座標系原点において子午線に直交する軸とし，東に向かう方向

を正としている。

　　1.�	 a，d

　　2.�	 a，e

　　3.�	 b，c

　　4.�	 b，e

　　5.�	 c，d

 〔No．23〕

　　�　次の文は，一般的な地図編集における転位の原則について述べたものである。明らかに間違っている

ものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　三角点は転位しない。

　　2.�　道路と市町村界が近接し，どちらかを転位する場合は市町村界を転位する。

　　3.�　一条河川は，原則として転位しない。

　　4.�　海岸線と鉄道が近接し，どちらかを転位する場合は海岸線を転位する。

　　5.�　転位にあたっては，相対的位置関係を乱さないようにする。
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 〔No．24〕

　　�　次の文は，防災分野における地理空間情報の利用について述べたものである。明らかに間違っている

ものはどれか。次の中から選べ。

　　1.�　災害対策の基本計画を立案するため，緊急避難場所データを利用することとしたが，緊急避難場

所は，地震や洪水など，あらゆる種別の災害に対応しているとは限らないことから，対応する災害

種別が属性情報として含まれるデータを入手した。

　　2.�　最短の避難経路の検討を行うため，道路データを入手したが，ネットワーク化された道路中心線

データでは経路検索が行えないので，ラスタデータに変換して利用した。

　　3.�　洪水による浸水範囲の高精度なシミュレーションを行うため，航空レーザ測量により作成された

データを入手したが，建物の高さが取り除かれた数値標高モデル（DEM）だったことから，三次元

建物データをあわせて利用した。

　　4.�　地震や洪水などの災害による被害を受けやすい箇所を推定するため，過去の土地の履歴を調べる

目的で，過去の地図や空中写真のほか，土地の成り立ちを示した地形分類データをあわせて利用し

た。

　　5.�　土砂災害や雪崩などの危険箇所を推定するため，数値標高モデル（DEM）を利用して地形の傾斜

を求めた。
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 〔No．25〕

　　�　図 25に示すような宅地造成予定地を，切土量と盛土量を等しくして平坦な土地に地ならしする場

合，地ならし後における土地の地盤高は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　�　ただし，図25のように宅地造成予定地を面積の等しい四つの三角形に区分して，点高法により求め

るものとする。また，図25に示す数値は，各点の地盤高である。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　1.�	 1.63 m

　　2.�	 1.73 m

　　3.�	 1.84 m

　　4.�	 1.92 m

　　5.�	 2.03 m

図25
1.00 m

2.00 m

1.50 m

1.20 m

3.30 m

2.50 m
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 〔No．26〕

　　�　図 26－1に示すように，点Ｏから五つの方向に直線道路が延びている。直線AOの距離は400 m, 点

Aにおける点Oの方位角は120°であり，直線BOの距離は300 m, 点Ｂにおける点Ｏの方位角は190°

である。点Oの交差点を図26－2に示すように環状交差点に変更することを計画している。環状の道

路を点Ｏを中心とする半径 R=20 mの円曲線とする場合，直線AC，最短部分の円曲線CD，直線BD

を合わせた路線長は幾らか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　ただし，円周率π=3.142とする。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

　　1.�	 584.4 m

　　2.�	 677.5 m

　　3.�	 684.4 m

　　4.�	 686.2 m

　　5.�	 724.4 m

図26－1 図26－2

B

O

A

D

C

B
A

O



21 SR─04

 〔No．27〕

　　�　点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄで囲まれた土地に杭を設置することとなった。各点の座標値は表27のとおりであ

る。点Ｃの座標を X＝26.50 m，Y＝26.40 mと誤って杭を設置した場合，杭に囲まれた面積は正しい値

に比べてどれだけの較差を生じるか。最も近いものを次の中から選べ。

　　　なお，関数の値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表27

点 X座標（m） Y座標（m）

A ＋40.00 ＋ 40.00

B ＋ 35.50 ＋ 30.20

C ＋ 26.40 ＋ 26.50

D ＋ 17.90 ＋ 38.20

　　1.�	 0.41 m2

　　2.�	 0.48 m2

　　3.�	 0.82 m2

　　4.�	 0.96 m2

　　5.�	 1.92 m2

 〔No．28〕

　　�　次の文は，公共測量における河川測量について述べたものである。正しいものはどれか。次の中から

選べ。

　　1.�　距離標設置測量は，定期横断測量における水平位置の基準となる距離標を設置する測量である。

距離標は，左右の岸どちらかに設置する。

　　2.�　水準基標測量は，定期縦断測量の標高の基準となる水準基標を設置する測量である。水準基標は，

水位標から十分離れた場所に設置する。

　　3.�　定期縦断測量及び定期横断測量は，河川の形状を断面図として作成する測量である。これらは，

直接水準測量で実施しなければならない。

　　4.�　深浅測量は，河川，湖沼などの，水底部の地形を明らかにする測量である。水深の測定は，音響

測深機やロッド，レッドなどを用いて行う。

　　5.�　法線測量は，河川又は海岸において，築造物の新設や改修などを行う場合に，等高・等深線図

データファイルを作成する測量である。作成する範囲は，前浜と後浜を含む範囲である。
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√ √ 度

1 0
2 1
3 2
4 3
5 4
6 5
7 6
8 7
9 8

10 9
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

　　問題文中に数値が明記されている場合は，その値を使用すること。

数　　　　関　　　　角　　　　三根　　　方　　　平

関　　　　　数　　　　　表

tancossin度tancossin

7.14143511.00000 0.000001.000000.00000
7.21110521.41421 1.035530.694660.71934460.017460.999850.01745
7.28011531.73205 1.072370.682000.73135470.034920.999390.03490
7.34847542.00000 1.110610.669130.74314480.052410.998630.05234
7.41620552.23607 1.150370.656060.75471490.069930.997560.06976
7.48331562.44949 1.191750.642790.76604500.087490.996190.08716
7.54983572.64575 1.234900.629320.77715510.105100.994520.10453
7.61577582.82843 1.279940.615660.78801520.122780.992550.12187
7.68115593.00000 1.327040.601820.79864530.140540.990270.13917
7.74597603.16228 1.376380.587790.80902540.158380.987690.15643

1.428150.573580.81915550.176330.984810.17365107.81025613.31662
1.482560.559190.82904560.194380.981630.19081117.87401623.46410
1.539860.544640.83867570.212560.978150.20791127.93725633.60555
1.600330.529920.84805580.230870.974370.22495138.00000643.74166
1.664280.515040.85717590.249330.970300.24192148.06226653.87298
1.732050.500000.86603600.267950.965930.25882158.12404664.00000
1.804050.484810.87462610.286750.961260.27564168.18535674.12311
1.880730.469470.88295620.305730.956300.29237178.24621684.24264
1.962610.453990.89101630.324920.951060.30902188.30662694.35890
2.050300.438370.89879640.344330.945520.32557198.36660704.47214
2.144510.422620.90631650.363970.939690.34202208.42615714.58258
2.246040.406740.91355660.383860.933580.35837218.48528724.69042
2.355850.390730.92050670.404030.927180.37461228.54400734.79583
2.475090.374610.92718680.424470.920500.39073238.60233744.89898
2.605090.358370.93358690.445230.913550.40674248.66025755.00000
2.747480.342020.93969700.466310.906310.42262258.71780765.09902
2.904210.325570.94552710.487730.898790.43837268.77496775.19615
3.077680.309020.95106720.509530.891010.45399278.83176785.29150
3.270850.292370.95630730.531710.882950.46947288.88819795.38516
3.487410.275640.96126740.554310.874620.48481298.94427805.47723
3.732050.258820.96593750.577350.866030.50000309.00000815.56776
4.010780.241920.97030760.600860.857170.51504319.05539825.65685
4.331480.224950.97437770.624870.848050.52992329.11043835.74456
4.704630.207910.97815780.649410.838670.54464339.16515845.83095
5.144550.190810.98163790.674510.829040.55919349.21954855.91608
5.671280.173650.98481800.700210.819150.57358359.27362866.00000
6.313750.156430.98769810.726540.809020.58779369.32738876.08276
7.115370.139170.99027820.753550.798640.60182379.38083886.16441
8.144350.121870.99255830.781290.788010.61566389.43398896.24500
9.514360.104530.99452840.809780.777150.62932399.48683906.32456

11.430050.087160.99619850.839100.766040.64279409.53939916.40312
14.300670.069760.99756860.869290.754710.65606419.59166926.48074
19.081140.052340.99863870.900400.743140.66913429.64365936.55744
28.636250.034900.99939880.932520.731350.68200439.69536946.63325
57.289960.017450.99985890.965690.719340.69466449.74679956.70820
* * * * *0.000001.00000901.000000.707110.70711459.79796966.78233

9.84886976.85565
9.89949986.92820
9.94987997.00000

100 10.000007.07107




